
不知火諾右衛門の墓周辺で
つつじが見頃に

　栗崎町にある不知火諾右衛門の墓周辺で、つつじ
が見頃を迎えました。赤やピンク、白など約500本
が咲き誇り、訪れた人たちを楽しませました。この
場所は、宇土不知火諾右衛門保存会が約12年にわ
たり整備を続けており、草刈りや竹の伐採をおこな
いながら、美しい景観を守っています。宇土不知火
諾右衛門保存会副会長の飯田一海さんは、「かつて
は藪に覆われていた場所をここまで整備しました。
今年は特につつじがきれいに咲いた。これからも整
備していきたい」と話されました。

真っ赤に咲いたつつじの花と整備する保存会副会長の飯田さん

4
21 火

令和8年度 
宇土市消防団新入団員訓練

　宇土市防災センターで「令和8年度宇土市消防団
新入団員訓練」が行われました。開会式では、伊豫
孝信団長が30人の新入団員に激励の言葉を述べ、
新入団員と新班長に辞令書を交付しました。その
後、新入団員へは必要な規律訓練の動作やホースや
小型ポンプなど基本的な消防資器材の取り扱い、女
性消防隊によるAEDの取り扱いや心肺蘇生法など、
救命救急訓練を行いました。

新入団員にホースの取り扱いを指導する重元指導員

4
26 日

宇土半島「和」の職人展/焼き物、張り子、
染織など伝統の志、技とその精神を紹介

　熊本市の県伝統工芸館で ｢第27回宇土半島『和』
の職人展｣ が開かれました。宇土・宇城両市の工房
で創作に励む10余りの作家・工芸士が参加。焼き物
や染織、木竹工芸、張り子、尺八、刃物などを展示・
販売しました。豊かな自然と歴史に包まれた宇土半
島で長年育まれた志と技、そして伝統の精神あふれ
る作品が所狭しと並びました。新しい視点を取り入
れた作品にも関心が集まり、来館者はお気に入りの
逸品を買い求めていました。玄関を入った正面には
宇土市の雨乞い大太鼓が鎮座し、来館者を歓迎。期
間中、大勢の人たちでにぎわいました。

宇土半島「和」の職人展に並ぶ宇土の張り子

4
21 火

今年で活動40年目
船場川クリーン作戦

　船場川周辺で「船場川クリーン作戦」が実施され
ました。早朝7時から、約400人のボランティアが
参加し、除草やごみ拾いに取り組みました。この活
動は、船場川十年度委員会が春と秋に実施している
もので、今年で40年目。参加者は、約50分にわたり
作業を行い、2トントラック2台分ものごみが回収
されました。今年は新たな試みとして、終了の合図
を爆竹に加え宇土天響太鼓の皆さんによる大太鼓
の音でお知らせ。船場橋の上から響く力強い三打が、
活動の締めくくりとなりました。

船場川周辺を清掃するボランティアの皆さん

4
29 水・祝

とうもろこしの収穫・皮むき体験で
地域の職に理解を深め、給食に提供

　走潟・宇土小の児童がとうもろこしの収穫と皮むき
を体験しました。地域の食文化などへの理解を深め、
食料の生産・流通にかかわる人たちへの感謝と地域を
大切にする心を育んでもらうのが目的です。走潟小2・
3年生が齊藤農園（走潟町）で約600本のとうもろこし
を収穫した後、宇土小2年生が皮むきに挑戦し、翌日
の給食でおいしくいただきました。齊藤さんが「心を
込めておいしいとうもろこしを育てたので、ぜひ食べ
てみてください」と語りかけると、児童たちは「いっぱ
い採れてよかった」「これからは大事に食べます」と笑
顔で感想を述べていました。

とうもろこしの皮むきを体験する宇土小の児童

5
7   8木 金

緑川水防演習、宇土市水防団
繋ぎ縫い工法を実演、有事に備えて訓練

　緑川水防演習が御船町の滝川みんなの広場であ
り、宇土市水防団の伊豫孝信団長をはじめとする幹
部20人が参加しました。この演習は緑川流域の６
市町などが一斉に集い、有事に備えた訓練を行うも
のです。宇土市水防団は長期間の降雨や水の浸透に
よって堤防全体が変形した場合、あるいは堤防の斜
面に大きな亀裂が発生した時に亀裂の拡大を防ぐ

「繋
つ な

ぎ縫い工法」を実演しました。

緑川水防演習に参加した宇土市水防団の皆さん

5
10 日

第48回（2025年度）全国JOCジュニア
オリンピックカップ春季水泳競技大会出場

　ウキスイミングスクールに所属する宇土小5年の
横山季来さん（50ｍ自由形出場）が3月に東京都で
開催された「第48回（2025年度）全国 JOC ジュニ
アオリンピックカップ春季水泳競技大会」に出場し
ました。横山さんは、「緊張はしなかったけど、良い
記録が出るか不安だった。実際に泳いでみるとベス
トタイムが出てとても嬉しかった。決勝まで進めな
かったが、また全国大会に挑戦できるように練習を
頑張ります」と決意を新たにしました。

第48回全国JOCジュニアオリンピックカップ春季水泳競技大会に出場した横山さん

3
26    ～30木 月

青空市場れいんぼ～マルシェ、旬の野菜など販売
網田中のみかんアイスも、老若男女でにぎわう

　宇土市役所で「青空市場れいんぼ～マルシェ」（市シニアク
ラブ連合会、河野秀子会長）があり、大勢の老若男女でにぎわ
いました。年に1回5月に開催され、今年で10回目。旬の野菜
やマテ貝、鉢植え、クラフトバッグ、お菓子など各地区自慢の
品々が並びました。今回、網田中学校が青空市場に初めて出
店、規格外のみかんで作ったアイスを生徒たち自ら販売しまし
た。また、市庁舎１階の市民交流スペースなどには体力測定や
ＡＥＤ体験、缶バッジの作製などができる福祉・健康ブースが
設けられました。河野会長は「今後もお客さんが喜び、出店者
も楽しめるマルシェを目指したい。網田中のみなさんも参加し
てくれて、活気に満ちていました」と目を細めていました。

マルシェには多くの人が来場しました

5
9 土
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市民のひろば
加入者募集

宇土市シニアクラブ連合会
参加者募集

中央公民館自主講座参加者募集
やさしいヨガ

広報うとへの広告については、販売代理店の株式会社ウィット（☎072（668）3275）へ。※広告内容などは本市が推奨するものではありません

お知らせ

新たに「こども食堂」を始めます

　どなたでも参加できる「こども食堂」を開催します。
一緒にごはんを食べながら、気軽に交流できる場です。
今回を第1回として、今後は3カ月に1回程度の開催を
予定しています。今回のメニューはカレーライスです。
お気軽にご参加ください。
※数に限りがあります
※テイクアウト・アレルギー対応はできません

▼日時　6月6日㈯　正午～午後2時

▼場所　バプテスト熊本南キリスト教会
　　　　（宇土市民会館向かい）

▼対象　どなたでも参加可

▼定員　30人程度

▼料金　無料　 ▼申込　不要
問熊本南キリスト教会　☎(22)1695
Mix20120401@gmail.com

　宇土市老人クラブ連合会は、「シ
ニアクラブ」としてリニューアル！
　60歳以上の皆さん、一緒に楽し
く元気な毎日を始めませんか。
　グラウンドゴルフやモルックな
どの健康づくり、講演会やイベン
トでの交流、チェアヨガと食事で
フレイル予防に取り組む「れいん
ぼ～食堂」、頭と体の体操つながる
広場（eスポーツ）など、多彩な活動を行っています。
　現在、市内19クラブ（709人）と個人会員（61人）が元
気に活動中！新しい仲間づくりや健康づくり、シニア
クラブで一緒に活動しませんか。

問宇土市シニアクラブ連合会事務局
　☎（23）5416

　「体がかたいから不安」「運動は久しぶり」そんな人に
こそおすすめです。やさしい動きと呼吸で体をほぐし
ます。また体の内側にある姿勢を支える大切な筋肉（体
の芯の力）を使っていきます。この筋肉を使うことで体
力アップにつながり、疲れにくい体へ。さらに、姿勢改
善や転倒予防にも効果が期待できます。
　「体が軽くなった」そんな変化を一緒に感じてみませ
んか？まずはお気軽に体験へお越しください。

▼日時　毎週木曜日　午前10時～11時

▼場所　中央公民館

▼対象　女性

▼定員　5人程度
▼料金　月額5,000円

問申☎090（5479）4724（志水）

広報うと「市民のひろば」掲載募集
　「市民のひろば」は、市内で行われている自主的・公益
的な市民活動を応援するコーナーです。イベント情報や
会員募集などを掲載しています。掲載を希望される団体・
個人の皆さんは、掲載基準をご確認のうえ、お申し込み
ください。
※営利目的の掲載はできません
問まちづくり推進課 広報プロモーション係
　☎(27)6608

Follow Me

 まちの情報、SNSでも発信しています。
最新の情報をチェック

おはなし会の名称変更、宇土市立図書館参加
対象児を分かりやすく、年齢に合わせて対応

　宇土市立図書館は、令和8年度から子ども向けの「えほ
んのじかん」・「らっこのじかん」の名称を変えました。えほ
んのじかんは「こどものおはなし会」に、らっこのじかんは

「0.1.2歳のおはなし会」へ。変更理由を「旧称は市外から来
られた人や参加を考えている人に、分かりづらかった」と
説明しています。「こどものおはなし会」の参加対象は保育
園・幼稚園児、小学1～6年生。毎週水曜午後４時～▽毎週
土曜午後2時～、それぞれ約30分。「0.1.2歳のおはなし会」
は名称の通り。毎月第4火曜日午前10時半～で、約20分。
いずれも子どもたちの年齢に合わせて絵本の読み聞かせ、
わらべ歌、パネルシアター、紙芝居などで対応します。

読み聞かせを楽しむ参加親子

5
13 水

市の基幹作物 
葉たばこの収穫が始まりました

　毎年5月上旬から7月末にかけて行われる葉たば
この収穫。宇土市の農家では、早朝から畑に出て、
葉の熟度を確認しながら一枚一枚丁寧に手作業で
収穫しています。収穫した葉は共同乾燥施設などへ
搬入し、約5〜6日間かけて温度を段階的に上げな
がら乾燥させます。その後、圧縮・保管を経て、11
月頃に日本たばこ産業（JT）へ出荷されます。宇土
市葉タバコ振興会会長の宮本昇さんは「今年は今の
ところ良い状態です。梅雨や台風が大きな被害をも
たらさないよう祈りながら、最後まで丁寧に収穫を
続けたいと思います」と話しました。

葉に栄養を十分に行き渡らせるため、花芽を切り落とす「芯どめ」作業を行う葉たばこ農家

5
13 水

宇土市立図書館で食育を考える、500冊
厳選「たのしい絵本展」、スタッフ手作り

　宇土市立図書館は「食育」をテーマに「たのしい絵本
展」を開き、多くの市民が訪れました。食育とは「食に
関する知識と健全な食生活を実践する力を育むこと」
とされ、子どもから大人まで楽しめる絵本約500冊を
そろえました。色鮮やかなイラスト、図説などの手作
り満載で準備したスタッフは「絵本を通して食・食品の
安全、食べ物への関心を高めてほしい。そして、絵本を
読んで終わるのではなく、親子で料理をしたり、畑で野
菜を育てるなど体験する大切さ、喜びを知ってもらえ
たら、うれしい」と話していました。市立図書館は次も

「面白くて、ためになる」企画展を計画しているそうです。

絵本展をPRする図書館職員の皆さん

5
13 水

台南市からパイナップルを
いただきました

　友好交流協定を結ぶ台湾・台南市から、台湾産パイ
ナップル約100キロが贈られ、市内の小中学校・幼稚
園の給食に「フルーツ白玉」として提供されました。
台南市と宇城地域は、宇土出身の父を持ち台南市で英
雄とされている湯德章弁護士をご縁として、昨年3月
に友好交流協定を締結。昨年に続き2回目となる今回
は、新1年生にぜひ食べてほしいとの思いで提供され
ました。宇土東小1年生の朝田隆仁郎さんは「今まで
食べたパイナップルの中で一番おいしかった。台湾の
皆さんに、僕たちのために美味しいパイナップルをく
ださってありがとうと伝えたい」と話しました。

台湾産パイナップルを頬張る児童

5
15 金
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